
Q, 子どもがおとなしく、怖がりで、なかなか

友だちの輪に入っていくことができないよう

です。私も小さい頃から不安が強くある性格

でした。これって治らないのでしょうか。（３

歳 U輔ママ） 

 

A.個性はコインの裏表。必ず良い面があり

ます。不満ベースに生きることがないよう

にだけ気を付けて！ 

 U輔ママさんのようなご相談は今までたくさ

ん受けてきました。そして親である私もそうだ

ったと多くの方がおっしゃいます。不安が強い

ということは慎重で周りがよく見えているとも

言えますし、また少しずつ先が見えるようにな

ってきたゆえに不安が強くなるとも言え、それ

は一種の成長とも考えられます。無理に積極的

にさせようとするのではなく、U輔くんの良さ

や成長に注目していければと思います。 

 先が見えない世の中に生きていて、私たち大

人も多くの人が不安ベースで生きています。し

かし気を付けるべきは、不安が強いと往々にし

て不満が出てきます。常に何かに（誰かに）不

満をもっている人に今まで何度か出会ってきま

したが、不満ベースな人で幸せそうな人には会

ったことがありません。いろんな不安があって

当然ですが、それが行き過ぎて不満を抱えた生

き方にはならないように私たち大人も気を付け

たいと思います。    園長：久保田愛策 
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年間主題『つながって～今、わたしを生きる～』 

主題聖句：主がすべての災いを遠ざけて あなたを見守り あなたの魂を見守ってくだ

さるように。あなたの出で立つのも帰るのも 主が見守ってくださるように。

今も、そしてとこしえに。   旧約聖書 詩編１２１編７～８節 

１０月主題『みんなちがって みんないい』 

主題聖句：その人は豊かな実を結ぶ。  ヨハネによる福音書 15章5節 

☆ ０歳児：保育者と一緒にさんびかを歌おうとする。全身を使って繰り返し遊ぶ。思

っていること、見たことを身体で表現しようとする。（保育者は）拾ったりつまんだ

りと手先を使った遊びの環境をつくる。 

☆ １～２歳児：保育者や友だちと一緒に祈り、さんびかを歌う。友だちとの関わりを楽し

み、様々なことを共有する。季節の移り変わりを全身で感じる。（保育者は）成長過程を

理解し、これからを予測しつつ、個々の状態に合わせた配慮をする。 

☆ ３歳児：神さまからいただいている一人ひとりの賜物が大切にされる。好きな遊び

をじっくり繰り返す中で試したり、自分なりに工夫してみようとする。戸外で身体

を動かすことも楽しみ、友だちの姿を見ながら自分もやってみようとする。（保育者

は）一人ひとりの思いに寄り添う。子どもの背後にある保護者の思いを理解する。 

☆ ４～５歳児：神さまが一人ひとりを愛し養ってくださることを知り、喜び、感謝す

る。一人ひとりのその子（人）らしさに気づいて、面白さや楽しさ、素晴らしさ、

また難しさをも感じあう。（保育者は）目の前の子どもたち於興味や喜びを知り、そ

こから活動や行事を創り出す。 


